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安全基準

Raritan 社の製品を安全にご利用いただき、重大な故障や危険性のある破壊を避けるために、以下

のことにご注意ください。

 製品の構成には、2 線式の電源コードは使用しないでください。

 コンピュータやモニタの AC 電源コンセントの極性と設置が正しいことを確認してくだ

さい。

 コンピュータとモニタの両方とも、接地されている電源コンセントのみを使用してください。バックア

ップ用の UPS を使用している場合、コンピュータ、モニタ、その他のアプライアンスには電源コン

セントから電源を供給しないでください。

ラック マウントの安全基準

ラック マウントが必要な Raritan 社製品を使用する場合、以下のことに注意してください。

 閉め切ったラック環境では、室温より高くなる場合があります。アプライアンスの周辺温度が定

格温度を超えないようにしてください (詳細については、『CC-SG 管理者ガイド』の「付録 A」

を参照してください)。

 ラック内に十分な空気の流れがあることを確認してください。

 装置をラックにマウントする際は、機構が平らに搭載されるように注意してマウントしてください。

 回路に過重電流が流れないよう、装置を電源に接続する際は注意してください。

 特に、サージ プロテクタ (直接接続を除く) など給電接続をはじめとするすべての装置を分岐

回路に正しく接地してください。
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第 1 章： はじめに

このマニュアルは、ノード アクセス権を取得し、Raritan デバイス、または IPMI サーバに接続された特定

のノードにアクセスできるユーザを対象としています。ノード アクセス権を取得していると、ノードへの接続、

ノードへのパワー制御、カスタム表示の作成、ノードの検索が可能になり、また、ノード チャットを使用し

て同じノードに接続している他のユーザと会話することもできます。さらに、アクティブ ノード レポートやユ

ーザ データ レポートも使用可能です。

前提条件

ノードへの接続や管理の前に、ノードおよびノードに接続するために使用するアプリケーションの設定を

行う必要があります。詳細については、Raritan の 『CommandCenter Secure Gateway 管理者ガイ

ド』 を参照してください。

用語/略語

このマニュアルで使用する用語と略語には、次のようなものがあります。

 iLO/RILOE － CC-SG で管理可能な Hewlett Packard 社の Integrated Lights Out/Remote

Insight Lights Out サーバです。iLO/RILOE デバイスのターゲットの電源は、直接にオン、オフ、再

投入されます。

 インバンド アクセス－ TCP/IP ネットワーク経由で、ネットワークのノードを修正またはトラブルシュー

ティングします。KVM およびシリアル デバイスは、インバンド アプリケーションである RemoteDesktop

Viewer, SSH Client, VNC Viewer を使ってアクセスできます。

 IPMI サーバ (Intelligent Platform Management Interface) － CC-SG で制御できるサーバです。

 アウト オブ バンド アクセス－ Raritan Remote Client (RRC)、Raritan Console (RC)、または

Multi-Platform Client (MPC) などのアプリケーションを使って、ネットワーク上にある KVM やシリア

ルの管理対象ノードを修正またはトラブルシューティングします。

 ポート－ Raritan デバイスとノード間の接続ポイントてす。ポートは Raritan デバイスにのみ存在し、

デバイスからノードへの経路を特定します。

 ノード－ サーバ、デスクトップ PC、または他のネットワーク機器など、CC-SG ユーザがアクセスでき

るターゲット システムです。

3.1 の新機能

CC-SG 3.1 では、次の機能が利用できます。

注 : さらに詳しい説明を参照するには、ページ番号をクリックします。

機能 ページ

改善された Java GUI － CC-SG Director Client 4 ページ

HTML ベース クライアント－ CC-SG Access Client 5 ページ
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第 2 章： CC-SG へのアクセス

CC-SG には 2 つの方法でアクセスすることができ、本章でその方法について解説します。

 ブラウザを介して : CC-SG は多数の Web ブラウザをサポートします

(http://www.raritan/support で [Firmware Upgrades] をクリックし、[CommandCenter

Secure Gateway] をクリックして、互換表でブラウザおよびプラットフォームの全一覧を参照して

ください)。CC-SG ではブラウザをベースにした、CC-SG Director Client と CC-SG Access

Client の 2 種類のアクセス オプションが提供されています。

 シック クライアントを介して: ご使用のクライアント コンピュータに Java Web Start シック クライア

ントをインストールできます。シック クライアントはブラウザベースの Java クライアントと同様に機

能します。

注 : どのクライアントを使用する場合も、複数のユーザが同時に接続できます。

アクセスの前に

CC-SG にはユーザの PC から Web ブラウザを通じてアクセスできます。以下について確認してください。

JRE

正しく機能するために、ブラウザには適切なバージョンの Java Runtime Environment (JRE) がインスト

ールされている必要があります。ご使用のバージョンを確認するには、以下の手順に従います。

1. [コントロール パネル] を開きます。

2. [プログラムの追加と削除] をクリックします。

3. お使いの Java バージョンがお使いの CC Secure Gateway リリースと互換性があることを確認します。

http://www.raritan.com/support の互換表を参照してください。[Firmware Upgrades]、

[CommandCenter]、[Compatibility Matrix] の順にクリックします。

JRE を適正なバージョンにアップグレードするには、http://java.sun.com/products/archive をご覧くだ

さい。

ポップアップ ブロックの無効化

お使いのクライアント PC とブラウザでは、すべてのポップアップ ブロックの他、デフォルトで有効化されてい

る XP SP2 などのすべてのファイアウォール ソフトウェアも無効にしておく必要があります。

ポップアップ ブロックを無効にするには、以下の手順に従います。

1. [コントロール パネル] を開きます。

2. [インターネット オプション] をクリックします。

3. [プライバシー] タブをクリックします。

4. [ポップアップをブロックする] チェック ボックスをオフにします。

5. [適用]、[OK] の順にクリックします。

http://www.raritan/support
http://www.raritan.com/support
http://java.sun.com/products/archive
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CC-SG Director Client を介したブラウザ ベースのアクセス

1. サポートするブラウザを使用して、CC-SG の URL に続けて「/admin」を入力し、「https://< IP ア

ドレス>/admin」を入力します。たとえば、「https://10.0.3.30/admin」と入力します。マシン上のサポ

ートされていない Java Runtime Environment バージョンを使用すると、警告が表示されます。ポッ

プアップ ウィンドウで、適切な JRE バージョンを CC-SG サーバからダウンロードするか (利用可能な

場合のみ)、Sun Microsystems の Web サイトからダウンロードするか、あるいは不適切なバージョ

ンのまま続けるかを選択し、[OK] をクリックします。

2. 適切な JRE バージョンの (または不適切なバージョンで続行する) ログイン ウィンドウが表示され

ます。

図 1 CC-SG Director Client ログイン画面

3. CC-SG 管理者が制限付きサービス同意書を有効にしている場合は、同意書のテキストを読み、

[制限付きサービス同意書を理解の上、同意します] のチェックボックスをオンにします。

4. [ユーザ名] と [パスワード] を入力し、[ログイン] をクリックします。

https://10.0.3.30/admin
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5. ログインが成功すると、CC-SG アプリケーション ウィンドウが表示されます。CC-SG の操作コマンド

を含むメニュー バーとツール バーが画面の一番上に表示されます。[ノード] タブにノード選択ツリー

が表示されます。中央のパネルには、操作画面が表示されます。

図 2 CC-SG Director Client ホーム画面

CC-SG Access Client を介したブラウザ ベースのアクセス

1. サポートするブラウザを使用して、CC-SG の URL、「https://<IP アドレス>」と入力します。たとえ

ば、「https://10.0.3.30」と入力します。ログイン画面が表示されます。

図 3 Access Client ログイン画面

https://10.0.3.30/
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2. CC-SG 管理者が制限付きサービス同意書を有効にしている場合は、同意書のテキストを読み、

[制限付きサービス同意書を理解の上、同意します] のチェックボックスをオンにします。

3. ユーザ名とパスワードを入力します。

4. [ログイン] をクリックします。

5. ログインが成功すると、CC-SG Access Client のホーム画面が表示されます。

図 4 CC-SG Access Client ホーム画面

Internet Explorer で想定されるエラー メッセージ

Internet Explorer を使用していて、アクセスできるノードが多数ある場合、CC-SG のロード中に以下の

エラー メッセージが表示される場合があります。

「このページのスクリプトが、Internet Explorer の実行速度を遅くしています。スクリプトを実行し続け

ると、コンピュータが反応しなくなる可能性があります。このスクリプトを中断しますか?」

この警告メッセージはスクリプトの実行が想定されたデフォルトの時間より長くかかる場合に表示されま

す。警告メッセージでは [いいえ] をクリックして、スクリプトの実行を継続してください。警告メッセージが

表示されかどうかは、固有のクライアントやサーバの速度、およびロードするデータの量によって異なり

ます。

Internet Explorer でスクリプトを実行する時間のデフォルト値は変更することができます。手順について

は、Microsoft サポート技術情報 (KB) の記事 175500 を参照してください。

Firefox で同様のメッセージが表示された場合は、Firefox のマニュアルに掲載されている手順を参照し

てください。
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シック クライアント アクセス

CC-SG シック クライアントを使用すると、Web ブラウザを介してアプレットを実行する代わりに Java Web

Start アプリケーションを起動して CC-SG に接続できます。ブラウザの代わりにシック クライアントを使用

する利点は、シック クライアントの方が速度と効率性の面でブラウザより優れている点です。

シック クライアントのインストール

1. CC-SG からシック クライアントをダウンロードするには、Web ブラウザを起動して、URL

「http(s)://<IP_address>/install」と入力します。<IP_address> は、CC-SG の IP アドレスです。

2. セキュリティ警告メッセージが表示されたら、[開始] をクリックしてダウンロードを続行します。

3. ご使用のクライアント コンピュータが Java バージョン 1.4 を実行している場合は、[Desktop

Integration](デスクトップ統合) ウィンドウが表示されます。Java のシック クライアント用ショートカッ

ト アイコンをデスクトップに追加したい場合は、[はい] をクリックします。

4. ダウンロードが完了したら、CC-SG IP アドレスを指定できる新規ウィンドウが表示されます。

図 5 シック クライアント IP 指定ウィンドウ

5. [接続先 IP] フィールドにアクセスする CC-SG ユニットの IP アドレスを入力します。接続後、このア

ドレスは [接続先 IP] ドロップダウン リストから使用できるようになります。IP アドレスはご使用のデ

スクトップに保存されているプロパティ ファイルに格納されます。

6. CC-SG がセキュアなブラウザ接続に設定されている場合は、[セキュア ソケット レイヤ (SSL)] チェッ

クボックスをオンにする必要があります。CC-SG がセキュアなブラウザ接続に設定されていない場合

は、[セキュア ソケット レイヤ (SSL)] チェックボックスをオフにする必要があります。この設定は正しく

なければなりません。正しくない場合、シック クライアントは CC-SG に接続できません。

 CC-SG の設定を確認するには、以下の手順に従います。[管理] メニューで、[セキュリティ] を

クリックします。[全般] タブで、[ブラウザ接続プロトコル] フィールドを参照します。

[HTTPS/SSL] オプションが選択されている場合は、シック クライアントの IP アドレス指定ウィ

ンドウの [セキュア ソケット レイヤ (SSL)] チェックボックスをオンにする必要があります。[HTTP]

オプションが選択されている場合は、シック クライアントの IP アドレス指定ウィンドウの [セキュア

ソケット レイヤ (SSL)] チェックボックスをオフにする必要があります。

7. [開始] をクリックします。

a. マシン上のサポートされていない Java Runtime Environment バージョンを使用すると、警告メ

ッセージが表示されます。プロンプトの表示に従って、サポートされている Java バージョンをダウ

ンロードするか、現在インストールされているバージョンで続行します。
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8. ログイン画面が表示され、シック クライアントはブラウザベースの Java クライアントと同様の表示およ

び動作を行います。制限付きサービス同意書が有効になっている場合は、この同意書のテキスト

を読んでから、[制限付きサービス同意書を理解の上、同意します] チェックボックスをオンにします。

9. 対応するフィールドにユーザー名とパスワードを入力し、[ログイン] をクリックして続行します。

シック クライアントの使用

シック クライアントがインストールされたら、ご使用のクライアント コンピュータで 2 通りの方法でこのシック

クライアントにアクセスできます。このアクセス方法は、使用している Java のバージョンによって決まります。

a. Java 1.4.x

ご使用のクライアント コンピュータが Java バージョン 1.4.x を実行していて、シック クライアントのインスト

ール時に [Desktop Integration](デスクトップ統合) ウィンドウで [はい] をクリックしている場合、デスク

トップのショートカット アイコンをダブルクリックして、シック クライアントを起動し、CC-SG にアクセスするこ

とができます。このショートカット アイコンがない場合は、いつでも作成できます。クライアント コンピュータ

で AMcc.jnlp を検索し、そのファイルにショートカットを作成します。

b. Java 1.5

ご使用のクライアント コンピュータが Java バージョン 1.5 を実行している場合は、以下の操作を実行し

ます。

a. Java コントロール パネルの Java Application Cache Viewer からシック クライアントを起動し

ます。

b. Java コントロール パネルの Java Application Cache Viewer を使用して、デスクトップにシンク

クライアント用のショートカット アイコンをインストールします。

初めてのシリアル インタフェースへのアクセス

シリアル インタフェースを介して接続されているリモート ノードにアクセスするには、[ノード] タブをクリックし、

インタフェースを選択します。ノードがコンソール アプリケーション用に設定されている場合は、コンソール

アプレットが Raritan Systems の署名付きアプレットであることを示すセキュリティ警告が表示されます。

[はい] をクリックすると、コンソールが表示されます。

警告: セキュリティ警告画面 (IE のみ表示) は、ユーザが初めてシリアル インタフェースに接続したときに表示され

ます。この画面が表示されたら [はい] をクリックします。[いいえ] をクリックすると、コンソール アプリケーションは起

動しません。CC-SG を終了し、ブラウザを終了して再起動して、CC-SG に再接続する必要があります。

RaritanConsole 操作の詳細については、Raritan の 『RaritanConsole ユーザ ガイド』を参照してくだ

さい。

カスタム アプリケーションが KVM またはシリアル インタフェースに関連付けられている場合は、そのインタ

フェースを選択すると関連付けられたアプリケーションが起動します。Raritan Remote Client や

RaritanConsole は、CC-SG に統合できるカスタム アプリケーションの例です。
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CC-SG Director Client ウィンドウ コンポーネント

図 6 CC-SG ウィンドウ コンポーネント

1. ノード選択タブ： ツリー表示で [ノード] をクリックしてすべてのノードを表示します。インタフェースは

親ノードの下に分類されています。+ と - の記号をクリックすると、ツリーを広げたり折りたたんだりす

ることができます。ノード プロファイルを表示するにはノードをクリックします。インタフェースを右クリック

して、[接続] を選択し、そのインタフェースに接続します。ノードはノード名 (アルファベット順)、また

はノード ステータス (利用可能、使用中、利用不可) ごとにソートできます。ツリー表示を右クリック

し、[ノード並べ替えオプション] をクリックして、[ノード名でソート] または [ノード ステータスでソート]

をクリックします。

2. クィック コマンド ツールバー： このツールバーは、よく使うコマンドを迅速に実行するためのショートカッ

ト ボタンの役割を果たします。

3. 操作メニュー バー： このメニューには、CC-SG の操作コマンドが含まれています。また、[ノード] 選

択タブに表示されているアイコンを右クリックしても、これらのコマンドの一部にアクセスできます。表

示されるメニューおよびメニューの項目は、ユーザ アクセス権限により決まります。

4. メイン表示領域： メニュー バーおよび/またはツール バーから選択するコマンドは、このメイン領域に

表示されます。の領域の表示を「画面」と呼びます。画面は複数のパネルに分割される場合があり

ます。

5. サーバ時間： CC-SG で設定された現在の時刻とタイム ゾーンです。この時間はクライアントで使

用されている時間と異なる場合があります。

2

1

3

4

5
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CC-SG Access Client ウィンドウ コンポーネント

図 7 CC-SG Access Client コンポーネント

1. ユーザ ID と日付： CC-SG システムの日付と時刻、およびユーザ ID が画面左上部に表示されま

す。[ユーザ ID] ハイパーリンクをクリックして、[プロファイル] タブを開きます。

2. 検索： 検索機能により、2 種類の方法でノードを検索できます。

3. ノード リスト： 検索領域の下部に表示されます。それぞれのリストに各ノードのステータスを表示す

るアイコンが表示されます。[すべてのノード] リストにはアクセスできるすべてのノードが一覧表示さ

れます。[お気に入り] リストにはユーザが指定したノード リストが表示されます。[お気に入り] ノード

リストでは、ノードを追加、削除、並べ替えできます。「最近使用」リストには最近アクセスした 10

個のノードが表示されます。[ノード] タブを開くにはノードをクリックします。[ノード] タブでは選択した

ノードの詳細情報を示すノード プロファイルが表示されます。インタフェースに接続できる他、他のユ

ーザとチャットしたり、[ノード] タブからパワー制御操作を実行したりできます。

4. 役に立つリンク： [役に立つリンク] セクションには、管理機能を実行できる CC-SG Director Client

を起動するためのリンクの他、CommandCenter Secure Gateway ユーザ ガイドを開くためのリンクが

含まれます。

5. ヘルプ： 画面下部に表示されるヘルプのセクションは、黒い矢印をクリックすることで、広げたり折り

たたんだりすることができます。

6. メイン表示領域： メニュー バーやツール バーから選択するコマンドは、このメイン領域に表示され

ます。

7. ログアウト： CC-SG からログアウトするには [ログアウト] をクリックします。

8. ナビゲーション タブ： [ナビゲーション] タブは各画面上部に位置します。関連付けられた画面を開く

にはタブをクリックします。

1

3

8

6

5
4

7

2
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第 3 章： CC-SG Director Client を介したノードの接続と使用

ノード コマンドを使用すると、CC-SG が管理するシリアル デバイス、IPMI サーバ、KVM デバイスをノー

ドに接続したり、ノードから切断したりできます。

[ノード] タブをクリックすると、CC-SG に接続されたノードに関する情報がノード ツリーに表示されます。

ノードは名前のアルファベット順に表示されるか、または利用可能なステータスごとに分類されます。ステ

ータスによって並べ替えられたノードは、利用可能ステータス順に分類された上で、さらに、アルファべト

順にソートされます。ソート方法を変更する場合は、ツリーを右クリックして、[ノード並べ替えオプション]

をクリックし、さらに [ノード名でソート] または [ノード ステータスでソート] をクリックします。[ノード プロファ

イル] 画面を表示するにはノードをクリックします。

図 8 ノード タブ

ノード アイコン

ノード ツリーでは、区別しやすいように、ノード アイコンを別々の色を使用して表示します。アイコンの内

容についての説明については、下表を参照してください。

アイコン 意味

ノードは利用可能 – ノードには使用可能なインタフェースが少なくとも 1 つあります。

ノードは利用不可能 – ノードのすべてのインタフェースは使用中です。
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インタフェース ステータス

各ノードにはノードに接続するためのインタフェースが 1 つ以上用意されています。ノード プロファイルの

[インタフェース] セクションの [可用性] 列を確認することで、インタフェースが使用可能かどうかを把握で

きます。

可用性 意味

アイドル インタフェースは未使用です。

接続しました インタフェースは使用中ですが、他のユーザも利用できます。

使用中 インタフェースは使用中で、これ以上ユーザを受け入れられません。

注 : KX 1.4 デバイスでは可用性のカテゴリとして上記の「使用中」を使用しません。KX 1.4 のインタフェ

ースの可用性カテゴリに「接続しました」と表示されている場合は、「接続しました」と「使用中」のどちら

かの状態と考えられます。

ノードへの接続

いったんノードのインタフェースが設定されると、Raritan Console (RC)、Raritan Serial Console (RSC)、

Raritan Remote Client (RRC)、または Multi-Platform Client (MPC) など、設定されたアプリケーショ

ンを通してこれらのノードに接続し、ノードを管理できるようになります。

シリアル インタフェースを介したノードへの接続

1. ノード ツリーで、接続および管理するノードを選択します。[ノード プロファイル] 画面が表示され

ます。

図 9 ノード プロファイル画面 - シリアル インタフェース

2. [ノード プロファイル] 画面の [インタフェース] セクションにすべての設定されたインタフェースが表示さ

れます。

3. [名称] 列で、ノードへの接続に使用するシリアル インタフェースのハイパーリンクをクリックします。
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4. RSC アプリケーションが新しいウィンドウで起動します。アプリケーションを使用してノードを管理します。

図 10 Raritan シリアル コンソール

5. RRC によるノードの管理を終了する場合は、RSC の [Emulator] メニューの [Exit] をクリックし

ます。

6. シリアル インタフェースを介して他のノードに接続し、それらを管理するには、このセクションの該当す

る手順を繰り返します。

アウト オブ バンド KVM インタフェースを使用したノードへの接続

1. ノード ツリーで、接続および管理するノードを選択します。[ノード プロファイル] 画面が表示され

ます。

図 11 ノード プロファイル画面 - アウト オブ バンド KVM インタフェース

2. [ノード プロファイル] 画面の [インタフェース] セクションにすべての設定されたインタフェースが表示さ

れます。

3. [名称] 列でノードへの接続に使用するアウト オブ バンド KVM インタフェースのハイパーリンクをクリ

ックします。

4. RRC または MPC アプリケーションが新しいウィンドウで起動します。
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5. [Connection Status] ウィンドウに接続の状態が表示されます。接続が確立されると、RRC または

MPC が開きます。

図 12 Raritan Remote Client ウィンドウ

図 13 Multi-Platform Client ウィンドウ

注 : MPC アプリケーションを使用している場合、MPC のユーザ プロファイルは CC-SG にも保存されま

す。それ以後、MPC を使用するノードに接続すると、保存されている設定が MPC セッションにも適用

されます。
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6. RRC または MPC によるノードの管理を終了する場合は、[Connection] メニューの [Exit] をクリッ

クします。

7. KVM インタフェースを使用して他のノードへの接続と管理を実施するには、このセクションの手順を

繰り返します。

注: KVM ノードがスリープ モードで「ビデオ信号なし」と表示される場合は、キーボードのスペース バーを

押してノードのスリープ モードを解除します。

インバンド KVM インタフェースを介したノードへの接続

1. ノード ツリーで、接続および管理するノードを選択します。[ノード プロファイル] 画面が表示されま

す。下の図では、インバンドの KVM インタフェースを持つノード (HP iLO/RILOE 有効化済み) を

示しています。

図 14 ノード プロファイル画面、インバンド KVM インタフェース

2. [ノード プロファイル] 画面の [インタフェース] セクションにすべての設定されたインタフェースが表示さ

れます。

3. [名称] 列でノードへの接続に使用するインバンド KVM インタフェースのハイパーリンクをクリックし

ます。

4. Remote Console アプレットが新しいウィンドウで起動します。アプレットが起動すると、KVM でノー

ドにアクセスできるようになります。

注: インバンド KVM インタフェースにアクセスできない場合、他のユーザがこのインタフェースを使用中で

ある可能性があります。
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図 15 HP のリモート コンソール アプレット

5. Remote Console を使い終えたら、ブラウザ ウィンドウを閉じます。

6. インバンド KVM インタフェースを介して他のノードに接続し、それらを管理するには、このセクション

の該当する手順を繰り返します。

インバンド パワー インタフェースを介したノード パワーの管理

関連付けられたインバンド パワー インタフェースを使用して、ノードの電源オン、電源オフ、電源オン・オ

フ (電源を切断後、再投入)、正常なシャットダウンを行うことができますノードで正常なシャットダウンを

実行すると、新たなプロセスを開始せず、現在実行中のすべてのプロセスを完了できるため、プロセスを

中断することなくノードをシャットダウンできます。

1. [ノード] ツリーで、インバンド パワー インタフェースを使用して管理するノードを選択します。[ノード

プロファイル] 画面が表示されます。下の図では、インバンドの HP iLO/RILOE パワー制御インタフ

ェースを持つノード (HP iLO/RILOE 有効化済み) を示しています。

図 16 ノード プロファイル画面、インバンド パワー インタフェース

2. [ノード プロファイル] 画面の [インタフェース] セクションにすべての設定されたインタフェースが表示さ

れます。
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3. [名称] 列でノードへの電源の制御に使用するインバンド パワー インタフェースのハイパーリンクをクリ

ックします。[パワー制御] 画面が表示されます。

図 17 パワー制御画面、iLO/RILOE

4. 選択されたノードの名前が [ノード] フィールドに表示されます。

5. [利用可能] リストで、ノードのパワー制御を実施する際に使用するパワー インタフェースを選択し、

[追加] をクリックしてインタフェースを [選択中] リストに移動します。

6. [操作] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [オン]、[オフ]、[サイクル] または [正常なシャットダ

ウン] を選択します。

7. [操作] フィールドで [オン] または [オフ] を選択し、[選択中] リストで複数のインタフェースを選択し

た場合、[シーケンス間隔 (秒)] フィールドに、インタフェース間で経過する時間を秒数 (0 ～ 120

秒の間) で入力します。

8. [OK] をクリックして、パワー制御操作を開始します。

注: iLO/RILOE デバイスのノードの電源は、直接にオン、オフ、再投入されます。KX や SX などの

Raritan Dominion デバイスに接続されたノードは、Dominion デバイスのポートと関連付けられている

サージ プロテクタのアウトレットを使用して管理されます。

IPMI サーバ ノードのパワー制御

IPMI サーバ ノードでは関連付けられたパワー制御 IPMI インタフェースを使用して直接、電源のオン、

オフ、再投入、正常なシャットダウンを行うことができます。

1. [ノード] ツリーで、電源を管理する IPMI サーバ ノードを選択します。[ノード プロファイル] 画面が

表示されます。

2. [ノード プロファイル] 画面の [インタフェース] セクションにすべての設定されたインタフェースが表示さ

れます。
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3. [名称] 列で IPMI サーバ ノードへの電源の制御に使用するパワー制御 IPMI インタフェースのハイ

パーリンクをクリックします。[パワー制御] 画面が表示されます。

図 18 パワー制御画面 (IPMI サーバ ノード用)

4. 選択されたノードの名前が [ノード] フィールドに表示されます。

5. [利用可能] リストで、ノードの電源を管理する際に使用するパワー制御 IPMI インタフェースを選

択し、[追加] をクリックしてインタフェースを [選択中] リストに移動します。

6. [操作] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [オン]、[オフ]、[サイクル] または [正常なシャットダ

ウン] を選択します。

7. [操作] フィールドで [オン] または [オフ] を選択し、[選択中] リストで複数のインタフェースを選択し

た場合、[シーケンス間隔 (秒)] フィールドに、インタフェース間で経過する時間を秒数 (0 ～ 120

秒の間) で入力します。

8. [OK] をクリックして、パワー制御操作を開始します。

9. 他の IPMI サーバ ノードの電源を管理するには、このセクションの該当する手順を繰り返します。

ノードからの切断

現在接続中のノードから切断するにはいくつかの方法があります。

 [ノード] ツリーで、切断するアクティブ ノードを選択します。[ノード] メニューの [切断] をクリック

します。

 [ノード] ツリーで、切断するアクティブ ノードを右クリックし、[切断] をクリックします。

 [ノード] ツリーで、アクティブ ノードに接続する際使用していたインタフェースを右クリックし、[切

断] をクリックします。

 ノードの管理に使用していたアプリケーションを閉じます。

注 : 自分が開始していないポートから切断することはできません。
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ノード表示

アクセスできるすべてのノードが、CC-SG Director Client の左パネルの [ノード] タブに表示されます。デ

フォルトでは、ノードは標準のツリー表示形式で表示されます。標準ツリー表示ではノードはアルファベッ

ト順に並んでいます。別の順番で並べ替える場合は、カスタム表示を作成できます。カスタム表示を使

用すると、CC-SG 管理者により割り当てられたカテゴリを基に、異なる基準でノードを分類できます。ま

た、ツリー表示とカスタム表示のいずれでも、名前別またはステータス別にノードを並べ替えることができ

ます。

ツリー表示

標準ツリー表示ではノードはアルファベット順に並んでいます。[ノード] タブでツリー表示を使用するには、

以下の手順に従います。

1. [ノード] メニューの [表示の変更] をクリックし、さらに [ツリー表示] をクリックします。ノードがツリー形

式で表示される [ツリー表示] になります。

図 19 標準ツリー表示のノード ツリー

 ノードは名前のアルファベット順に表示されます。

 インタフェースは親ノードの下に分類されています。+ と - の記号をクリックすると、分類を広げた

り折りたたんだりすることができます。

 ツリー全体を広げたり折りたたんだりするには、画面上部にあるツールバーで [ツリーを広げる]

および [ツリーを折りたたむ] の各アイコンをクリックします。
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カスタム表示

ノードのツリー表示をカスタマイズするには、CC-SG 管理者が割り当てたカテゴリを基に、選択した形式

で表示されるようにノードを体系化します。たとえば、管理者がラックとロケーションに対してカテゴリを割

り当てた場合は、最初にインストールされたロケーション別に、続いてラック別に表示するカスタム表示を

設定できます。

カスタム表示の選択

1. [ノード] メニューの [表示の変更] をクリックし、さらに [カスタム表示] をクリックします。[カスタム表

示] 画面が表示されます。

図 20 カスタム表示画面

2. [名称] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [カスタム表示] を選択します。[カスタム表示の詳

細] パネルに、指定されたカテゴリとその順番の詳細が表示されます。

3. [最新に設定] をクリックすると、カスタム表示に指定されたカテゴリごとに、ノード ツリーが表示され

ます。

4. [閉じる] をクリックして [カスタム表示] 画面を閉じます。
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カスタム表示の追加

1. [ノード] タブをクリックします。

2. [ノード] メニューの [表示の変更] をクリックし、さらに [カスタム表示の作成] をクリックします。[カスタ

ム表示] 画面が表示されます。

3. [カスタム表示] パネルで、[追加] をクリックします。[カスタム表示の追加] ウィンドウが表示されます。

図 21 カスタム表示の追加ウィンドウ

4. [カスタム表示の名前を入力] フィールドにカスタム表示の新しい名前を入力し、[OK] をクリックし

ます。[カスタム表示] 画面の [名称] フィールドに新しい表示名が表示されます。

5. [カスタム表示の詳細] パネルで、パネル下部にある [カテゴリ名] ドロップダウン矢印をクリックします。

このリストには、新しいカスタム表示に追加できるカテゴリが表示されます。リストからカテゴリを選択

して [追加] をクリックし、[カスタム表示の詳細] パネルにカテゴリを追加します。この手順を繰り返し、

必要な数だけカテゴリを追加します。

6. [カスタム表示の詳細] リストに含まれるカテゴリは、[ノード] タブにカテゴリを表示する順で配置する

必要があります。カテゴリを選択し、[上へ] または [下へ] をクリックして指定どおりにカテゴリを移動

します。

7. リストからカテゴリを削除する場合は、カテゴリを選択して [削除] をクリックします。

8. [更新] をクリックしてカスタム表示を保存します。「カスタム表示が正常に更新されました」というメッ

セージが表示され、カスタム表示が更新されたことを確認します。

9. 新しいカスタム表示を使用する場合は、[最新に設定] をクリックすると、カスタム表示で指定したカ

テゴリの順序でノード ツリーが表示されます。

10. さらにカスタム表示を追加するには、このセクションの該当する手順を繰り返します。

カスタム表示の編集

1. [ノード] タブをクリックします。

2. [ノード] メニューの [表示の変更] をクリックし、さらに [カスタム表示の作成] をクリックします。[カスタ

ム表示] 画面が表示されます。

3. [名称] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [カスタム表示] を選択します。[カスタム表示の詳

細] パネルに、指定されたカテゴリとその順番の詳細が表示されます。
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4. [カスタム表示] パネルで [編集] をクリックします。[カスタム表示の編集] ウィンドウが表示されます。

図 22 カスタム表示の編集 ウィンドウ

5. [カスタム表示の新しい名前を入力] フィールドにカスタム表示の新しい名前を入力し、[OK] をクリ

ックします。[カスタム表示] 画面の [名称] フィールドに新しい表示名が表示されます。

6. カスタム表示に、さらにカテゴリを追加する場合は、パネル下部にある [カテゴリ名] ドロップダウン矢

印をクリックします。このリストには、新しいカスタム表示に追加できるカテゴリが表示されます。リスト

からカテゴリを選択して [追加] をクリックし、[カスタム表示の詳細] リストにカテゴリを追加します。こ

の手順を繰り返し、必要な数だけカテゴリを追加します。

7. [カスタム表示の詳細] リストに含まれるカテゴリは、[ノード] タブにカテゴリを表示する順で配置する

必要があります。カテゴリを選択し、[上へ] または [下へ] をクリックして指定どおりにカテゴリを移動

します。

8. リストからカテゴリを削除する場合は、カテゴリを選択して [削除] をクリックします。

9. [更新] をクリックしてカスタム表示を保存します。「カスタム表示が正常に更新されました」というメッ

セージが表示され、カスタム表示が更新されたことを確認します。

10. 編集したカスタム表示を使用する場合は、[最新に設定] をクリックすると、カスタム表示で指定した

カテゴリの順序でノード ツリーが表示されます。

11. さらにカスタム表示を編集するには、このセクションの該当する手順を繰り返します。

カスタム表示の削除

1. [ノード] タブをクリックします。

2. [ノード] メニューの [表示の変更] をクリックし、さらに [カスタム表示の作成] をクリックします。[カスタ

ム表示] 画面が表示されます。

3. [名称] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [カスタム表示] を選択します。[カスタム表示の詳

細] パネルに、指定されたカテゴリとその順番の詳細が表示されます。

4. [カスタム表示] パネルで [削除] をクリックします。[カスタム表示の削除] の確認メッセージが表示さ

れます。

図 23 カスタム表示の削除ウィンドウ
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5. 表示された確認メッセージで [はい] をクリックします。

6. [閉じる] をクリックして [カスタム表示] 画面を閉じます。

7. さらにカスタム表示を削除するには、このセクションの該当する手順を繰り返します。

ノード ソート時のオプション

ツリー表示とカスタム表示のいずれのノード表示タイプも、アルファベット順または可用性ステータス順で

並べ替えることができます。

1. [ノード] タブの空白の領域を右クリックし、[ノード並べ替えオプション] をクリックして、[ノード名でソ

ート] または [ノード ステータスでソート] をクリックします。

 [ノード名でソート] ではノード名のアルファベット順で並びます。

 [ノード ステータスでソート] では可用性 (利用可能、使用中、利用不可) ごとに並びます。

ノードのパワー制御

単一のインタフェースからのパワー制御

パワー制御は、特定のパワー制御インタフェース上で右クリックし、メニューから目的のパワー操作を選

択することで簡単に実行できます。

1. ノード ツリーで、パワー制御を実行するインタフェースを右クリックして、[電源オン]、[電源オフ]、[電

源オン・オフ]、[正常なシャットダウン] のいずれかをクリックします。[パワー制御] 画面が表示され

ます。

図 24 単一のインタフェースからのパワー制御

2. 選択されたインタフェースは [選択中] リストに表示されます。右クリック メニューで選択したパワー制

御が、[操作] フィールドに表示されます。

3. [OK] をクリックして、インタフェースにパワー操作のリクエストを送信します。画面に、確認メッセージ

が表示されます。このメッセージは、パワー制御操作が正常に完了すると更新されます。パワー制

御操作が完了できない場合、新しいウィンドウに詳細情報のメッセージが表示されます。
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シングル ノード パワー制御

パワー インタフェースに関連付けられた単一ノードを、電源オン、電源オフ、電源オン・オフ (電源を切

断後、再投入)、および正常にシャットダウンすることができます。

1. [ノード] タブをクリックします。

2. パワー制御を実行するノードを選択します。

3. [ノード] メニューの [パワー制御] をクリックします。[パワー制御] 画面が表示されます。

図 25 パワー制御画面

4. 選択されたノードの名前が [ノード] フィールドに表示されます。

5. [利用可能] リストで、パワー制御を実行する特定のインタフェースを選択して [追加] をクリックする

ことで、そのインタフェースを [選択中] リストに移動します。この手順を、すべての必要なインタフェー

スが [選択中] リストに追加されるまで繰り返します。

6. [選択中] リスト内のインタフェースは、CC-SG でパワー操作を実行する順序にする必要があります。

[選択中] リストでインタフェースを選択し、そのインタフェースが目的の順序になるように上下の矢印

ボタンをクリックして移動します。

7. [操作] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [オン]、[オフ]、[サイクル] または [正常なシャットダ

ウン] を選択します。

8. [操作] フィールドで [電源オン]、[電源オフ] または [正常なシャットダウン] を選択、および [選択

中] リストで複数のインタフェースを選択した場合は、[シーケンス間隔 (秒)] フィールドにインタフェー

ス間の操作間隔を 0 ～ 120 の秒数で入力します。

9. [OK] をクリックして、インタフェースにパワー操作のリクエストを送信します。画面に、確認メッセージ

が表示されます。このメッセージは、パワー制御操作が正常に完了すると更新されます。パワー制

御操作が完了できない場合、新しいウィンドウに詳細情報のメッセージが表示されます。

10. 他のノードの電源を管理するには、このセクションの手順を繰り返します。
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ノード グループ パワー制御

パワー インタフェースに関連付けられたノード グループ内のすべてのノードを、電源オン、電源オフ、電源

オン・オフ (電源を切断後、再投入)、正常にシャットダウンすることができます。この操作は、ノード グル

ープが設置されているラックを配線し直したり、ノード グループに別のメンテナンスを実行する必要がある

ときに、1 つのノード グループ内のすべてのノードの電源をオフにする場合に便利です。

1. [ノード] タブをクリックします。

2. [ノード] メニューの [グループ パワー制御] をクリックします。[グループ パワー制御] 画面が表示され

ます。

図 26 グループ パワー制御画面

3. [ノード グループ] ドロップダウン矢印をクリックし、リストからパワー制御するノード グループを選択しま

す。

4. [利用可能] リストで、パワー制御を実行する特定のインタフェースを選択して [追加] をクリックする

ことで、そのインタフェースを [選択中] リストに移動します。この手順を、すべての必要なインタフェー

スが [選択中] リストに追加されるまで繰り返します。インタフェースを削除する必要がある場合は、

[選択中] リスト内のインタフェースを選択して、[削除] をクリックします。

5. [選択中] リスト内のインタフェースは、CC-SG でパワー制御操作を実行する順序にする必要があ

ります。[選択中] リストでインタフェースを選択し、そのインタフェースが目的の順序になるように上下

の矢印ボタンをクリックして移動します。

6. [操作] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [電源オン]、[電源オフ]、[電源オン・オフ] または

[正常なシャットダウン] を選択します。

7. [操作] フィールドで [電源オン]、[電源オフ] または [正常なシャットダウン]を選択した場合は、[シ

ーケンス間隔 (秒)] フィールドにインタフェース間の操作間隔を 0 ～ 120 の秒数で入力します。

8. [OK] をクリックして、インタフェースにパワー制御操作のリクエストを送信します。画面に、確認メッ

セージが表示されます。このメッセージは、パワー制御操作が正常に完了すると更新されます。パワ

ー制御操作が完了できない場合、新しいウィンドウに詳細情報のメッセージが表示されます。

9. 他のノード グループの電源を管理するには、このセクションの手順を繰り返します。
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ノード チャット

チャットにより、同じノードに接続されているユーザが互いに通信できます。ノードでチャット セッションを開

始するには、そのノードに接続されている必要があります。同じノード上のユーザのみが、互いにチャット

することができます。

チャット セッションに参加するには、以下の手順に従います。

1. [ノード] タブをクリックします。

2. 現在接続しているノードを右クリックし、セッションが作成されていない場合は、[チャット] - [チャット

セッションの開始] を選択します。チャット セッションが作成されます。

図 27 チャット セッション

チャット セッションがすでに実行中の場合は、ノードを右クリックして [チャット] - [チャット セッションの

表示] を選択し、チャット セッションに参加します。

チャット セッション ウィンドウが表示され、ウィンドウの左側にはメッセージフィールドが、右側にはチャ

ット セッションに参加中のユーザのリストが表示されます。

3. 新しいメッセージのフィールド (左下) にメッセージを入力し、Enter キーを押すか、[送信] をクリック

します。すべてのユーザに表示されるよう、メッセージがチャット フィールド (左上) に表示されます。

4. 新しいメッセージ フィールドに入力したが、まだ送信していないメッセージをクリアするには、[クリア] を

クリックします。チャット フィールドは [クリア] によってはクリアされません。

5. [閉じる] をクリックしてチャット セッションから出るか、チャット セッションを終了します。

6. チャット セッションを閉じるかどうかの確認プロンプトが表示されます。[はい] をクリックして、全参加

者のすべてのチャット セッションを閉じます。または、[いいえ] をクリックして、チャット セッションは終了

するが、他のユーザ用にチャット セッションを実行したままにしておきます。

[ノード] タブから、全参加者のチャット セッションを閉じることもできます。チャット セッションを実行してい

るノードを右クリックし、[チャット] - [チャット セッションの終了] を選択します。
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ノードの検索

CC-SG の検索機能により、検索条件に一致するノードを検索できます。CC-SG には、[検索結果で

フィルタ] および [一致する文字列の検索] という 2 種類の検索タイプがあります。

 [検索結果でフィルタ] では、検索条件を入力して [検索] ボタンをクリックすると、その検索条

件に一致するノードのみが一覧表示されます。この検索タイプではワイルドカード (*) を使用で

きます。

 [一致する文字列の検索] では、入力した検索条件に一致するものを一覧表示し、ノードを

ハイライトします。[検索] ボタンはありません。この検索タイプではワイルドカード (*) は使用でき

ません。

検索設定は CC-SG プロファイルで設定できます。プロファイルにアクセスするには、[Secure Gateway]

メニューの [プロファイル] をクリックします。詳細は「プロファイルの変更 - 検索設定の設定」を参照してく

ださい。

1. [ノード] タブをクリックします。

図 28 ノードの検索 -- 左 : 一致する文字列の検索; 右 : 検索結果でフィルタ

2. [ノードの検索] フィールドに検索文字列を入力します。

3. 検索設定によって、検索条件に一致する最初のノードをノード ツリーでハイライトするか、または

[検索] をクリックして検索条件に一致するノードのみをフィルタして一覧表示するかを選択できます。
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サポートされるワイルドカード

[検索結果でフィルタ] を [プロファイル] の検索設定として設定している場合は、次のワイルドカードがサ

ポートされます。検索設定の詳細はプロファイルの変更 - 検索設定の設定を参照してください。

ワイルドカード 説明

? 任意の文字を示す。

[-] 範囲内の文字を示す。

* 0 か 1 文字以上の文字を示す。

次に例を示します。

例 説明

Solaris? 「Solaris1」や「SolarisN」はヒットしますが、「Solaris1Z」はヒッ

トしません。

Windows* 「Windows2000」および「Windows2003 サーバ」がヒットし

ます。

Windows[0-9][0-9][0-9][0-9] 「Windows2000」はヒットしますが「Windows2003 サーバ」は

ヒットしません。

192.* 「192」で始まる IP アドレスが設定されているすべてのノードが

ヒットします。
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プロファイルの変更

[プロファイル] からは、CC-SG のパスワードと電子メールアドレスの変更、CC-SG の表示フォント サイズ

の調整、およびデフォルトの検索タイプ設定を設定できます。パスワードの変更を強制されるまでのパス

ワードの使用期間も確認できます。

パスワードの変更

CC-SG のパスワードは、いつでも変更できます。CC-SG 管理者は、CC-SG を設定することでパスワー

ドを定期的に変更するように強制することもできます。

パスワードを変更するには、以下の手順に従います。

1. [Secure Gateway] メニューの [プロファイル] をクリックします。[Change My Profile](プロファイルの

変更) 画面が表示されます。

図 29 プロファイル画面

2. [パスワードの変更] チェックボックスをオンにして、パスワード フィールドを有効にします。

3. [旧パスワード] フィールドに現在のパスワードを入力します。

4. [新しいパスワード] フィールドと [パスワード再入力] フィールドに新しいパスワードを入力します。

注 : [新しいパスワード] フィールドの上に [強力なパスワードが必要です] というテキスト ラベルが表示さ

れている場合、管理者が強力なパスワードを有効にしています。強力なパスワードは 8 文字以上で、

管理者が定義した条件を満たさなければなりません。[新しいパスワード] フィールドの隣に [強力なパ

スワードは必要ありません] というテキスト ラベルが表示されている場合、管理者が強力なパスワードを

無効にしています。パスワードを 6～16 文字の間で設定してください。

5. [OK] をクリックして新しいパスワードを設定します。
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電子メールアドレスの変更

1. [Secure Gateway] メニューの [プロファイル] をクリックします。[Change My Profile](プロファイルの

変更) 画面が表示されます。

2. [電子メール アドレス] フィールドに新しい電子メールアドレスを入力し、[OK] をクリックします。

CC-SG フォント サイズの変更

CC-SG の画面に表示されるすべてのテキストには、選択したフォント サイズが使用されます。

1. [Secure Gateway] メニューの [プロファイル] をクリックします。[Change My Profile](プロファイルの

変更) 画面が表示されます。

2. [フォント サイズ] ドロップダウン矢印をクリックして、CC-SG の画面で表示するフォント サイズを選択

します。

3. [OK] をクリックします。

検索設定の設定

CC-SG には、[検索結果でフィルタ] および [一致する文字列の検索] という 2 種類の検索タイプがあり

ます。検索設定は [プロファイル] で設定できます。

[検索結果でフィルタ] では、検索条件を入力してボタンをクリックすると、その検索条件に一致するノー

ドのみが一覧示されます。この検索タイプではワイルドカード (*) を使用できます。

[一致する文字列の検索] では、入力した検索条件に一致するものを一覧表示し、ノードをハイライト

します。この検索タイプではワイルドカード (*) は使用できません。

検索設定を設定するには、以下の手順に従います。

1. [Secure Gateway] メニューの [プロファイル] をクリックします。[Change My Profile](プロファイルの

変更) 画面が表示されます。

2. [検索設定] パネルで、使用する検索タイプに対応するラジオ ボタンをクリックして [OK] をクリックし

ます。
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第 4 章: CC-SG Access Client を使用したノードへの接続とノー

ドの操作方法

CC-SG Access Client では、各ノードに関連付けられたインタフェースを介してノードに接続できます。

各ノードには [ノードの詳細] 画面があり、この画面には関連付けられたアクセス可能なインタフェースが

すべて一覧表示されます。

左パネルのノード リスト ([すべてのノード]、[お気に入り]、[最近使用]) のいずれかでノードを 1 つクリッ

クすると、選択されたノードの [ノードの詳細] 画面が表示されます。他のタブを表示した後は、画面上

部の [ノード] タブをクリックして、選択したノードの [ノードの詳細] 画面に戻ることもできます。

図 30 CC-SG HTML Client のノードの詳細画面

アウト オブ バンド シリアル インタフェースを使用したノードへの接続

1. 左パネルのノード リストのいずれかで、接続および管理するノードを選択します。[ノードの詳細] 画

面が表示されます。

図 31 ノード プロファイル画面 -- アウト オブ バンド シリアル インタフェース

2. [ノードの詳細] 画面では、設定されているすべてのインタフェースが [インタフェース] セクションに表

示されます。

3. [名称] 列で、ノードへの接続に使用するシリアル インタフェースのハイパーリンクをクリックします。
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4. RSC アプリケーションが新しいウィンドウで起動します。このアプリケーションを使用してデバイスとポー

トを管理します。

図 32 Raritan Serial Client ウィンドウ

5. RSC によるポートの管理を終了する場合は、RSC の [Emulator] メニューの [Exit] をクリックし

ます。

6. アウト オブ バンド シリアル インタフェースを使用して他のノードへの接続と管理を実施するには、こ

のセクションの手順を繰り返します。

アウト オブ バンド KVM インタフェースを使用したノードへの接続

1. ノード ツリーで、接続および管理するノードを選択します。[ノードの詳細] 画面が表示されます。

図 33 ノード プロファイル画面 -- アウト オブ バンド KVM インタフェース

2. [ノードの詳細] 画面では、設定されているすべてのインタフェースが [インタフェース] セクションに表

示されます。

3. [名称] 列で、ノードへの接続に使用する KVM インタフェースのハイパーリンクをクリックします。

4. RRC または MPC アプリケーションが新しいウィンドウで起動します。
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5. [Connection Status] ウィンドウに接続の状態が表示されます。接続が確立されると、RRC または

MPC が開きます。

図 34 Raritan Remote Client ウィンドウ

図 35 Multi-Platform Client ウィンドウ

注 : MPC アプリケーションを使用している場合、MPC のユーザ プロファイルは CC-SG にも保存されま

す。それ以後、MPC を使用するポートに接続すると、保存されている設定が MPC セッションにも適用

されます。
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6. RRC または MPC によるノードの管理を終了する場合は、[Connection] メニューの [Exit] をクリッ

クします。

7. KVM インタフェースを使用して他のノードへの接続と管理を実施するには、このセクションの手順を

繰り返します。

注 : KVM ノードがスリープ モードで「ビデオ信号なし」と表示される場合は、キーボードのスペース バー

を押してノードのスリープ モードを解除します。

iLO/RILOE が有効なノードへの接続

1. ノード ツリーで、接続および管理する iLO/RILOE ノードを選択します。[ノードの詳細] 画面が表

示されます。

図 36 ノード プロファイル画面 -- iLO/RILOE KVM インタフェース

2. [ノードの詳細] 画面では、設定されているすべてのインタフェースが [インタフェース] セクションに表

示されます。

3. [名称] 列で、ノードへの接続に使用する KVM インタフェースのハイパーリンクをクリックします。

4. HP のリモート コンソール アプレットが起動します。アプレットがロードされると、iLO/RILOE が有効

なサーバへの KVM アクセスが可能になります。

注 : インバンド KVM インタフェースにアクセスできない場合、他のユーザがこのインタフェースを使用中で

ある可能性があります。
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図 37 HP のリモート コンソール アプレット

5. Remote Console を使い終えたら、ブラウザ ウィンドウを閉じます。

6. 他の HP iLO/RILOE ノードへの接続と管理を実施するには、このセクションの手順を繰り返します。

iLO/RILO パワー インタフェースの管理

パワー インタフェース管理の詳細は、「ノードのパワー制御」を参照してください。

注 : iLO/RILOE デバイスのノードの電源は、直接オン、オフ、再投入されます。KX や SX などの

Raritan Dominion デバイスに接続されたノードは、Dominion デバイスのポートと関連付けられている

サージ プロテクタのアウトレットを使用して管理されます。

IPMI サーバ ノードのパワー制御

パワー インタフェース管理の詳細は、「ノードのパワー制御」を参照してください。

注 : IPMI サーバの電源は、直接オン、オフ、再投入可能です。

ノードからの切断

ノードへの接続は、ノードを管理しているアプリケーションを閉じることで切断できます。

ノードのパワー制御

CC-SG では、単一ノードまたはパワー インタフェースが関連付けられたノード グループのパワーを制御で

きます。電源オン、電源オフ、電源オン・オフ、および正常なシャットダウンを実行できます。

シングル ノード パワー制御

[シングル ノード パワー制御] では、単一ノード内のすべてのインタフェースまたは選択されたインタフェー

スのパワーを制御できます。電源オンおよび電源オフの操作では、電源をオンまたはオフするインタフェー

スの順序を選択できます。
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単一ノードのすべてのインタフェースのパワー制御 :

1. 左パネルのノード リストのいずれかで、パワー制御するノードをクリックします。[ノードの詳細] 画面

が表示されます。

2. [パワー制御] セクションで、[オン]、[オフ]、[サイクル] または [正常なシャットダウン] をクリックして、そ

のノードに関連付けられたすべてのインタフェースへのパワー制御操作を実行します。

3. 他のノードのパワー制御を実行するには、このセクションの手順を繰り返します。

単一ノードでのインタフェース選択によるパワー制御 :

1. 選択したインタフェースの [シングル ノード パワー制御] へのアクセス方法は 2 通りあります。

a. 画面の上部にある [パワー制御] タブをクリックし、[シングル ノード パワー制御] をクリックして

[シングル ノード パワー制御] 画面を開きます。

b. 左パネルのノード リストのいずれかで、パワー制御するノードをクリックし、選択されたノードの [ノ

ードの詳細] 画面にある [パワー制御] セクションの [詳細] をクリックします。

2. [ノード] ドロップダウン矢印をクリックし、リストからパワー制御するノードを選択します。[利用可能]

リストに、選択されたノードのすべてのインタフェースが表示されます。

3. [利用可能] リストで、パワー制御を実行する特定のインタフェースを選択して [追加] をクリックする

ことで、そのインタフェースを [選択中] リストに移動します。この手順を、すべての必要なインタフェー

スが [選択中] リストに追加されるまで繰り返します。

4. [選択中] リスト内のインタフェースは、CC-SG でパワー制御操作を実行する順序にする必要があ

ります。[選択中] リストでインタフェースを選択し、そのインタフェースが目的の順序になるように上下

の矢印ボタンをクリックして移動します。

5. [操作] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [オン]、[オフ]、[サイクル] または [正常なシャットダ

ウン] を選択します。

6. 複数のインタフェースを選択した場合は、[シーケンス間隔 (秒)] フィールドにインタフェース間の操作

間隔を秒数で入力します。

7. [OK] をクリックして、パワー制御操作を開始します。操作の開始時に表示される確認メッセージで

[OK] をクリックします。操作が終了すると、操作のステータスを示す別のメッセージが表示されます。

ノード グループ パワー制御

[ノード グループ パワー制御] では、ノード グループ内のすべてのインタフェースまたは選択されたインタフ

ェースのパワーを制御できます。電源オンおよび電源オフの操作では、電源をオンまたはオフするインタフ

ェースの順序を選択できます。

ノード グループでのすべてまたは選択されたインタフェースのパワー制御

1. 画面の上部にある [パワー制御] タブをクリックし、[ノード グループ パワー制御] をクリックして [ノー

ド グループ パワー制御] 画面を開きます。

2. [ノード グループ] ドロップダウン矢印をクリックし、リストからパワー制御するノード グループを選択しま

す。[利用可能] リストに、選択されたノード グループのすべてのインタフェースが表示されます。

3. [利用可能] リストで、パワー制御を実行する特定のインタフェースを選択して [追加] をクリックする

ことで、そのインタフェースを [選択中] リストに移動します。この手順を、すべての必要なインタフェー

スが [選択中] リストに追加されるまで繰り返します。

4. [選択中] リスト内のインタフェースは、CC-SG でパワー制御操作を実行する順序にする必要があ

ります。[選択中] リストでインタフェースを選択し、そのインタフェースが目的の順序になるように上下

の矢印ボタンをクリックして移動します。

5. [操作] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [オン]、[オフ]、[サイクル] または [正常なシャットダ

ウン] を選択します。
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6. 複数のインタフェースを選択した場合は、[シーケンス間隔 (秒)] フィールドにインタフェース間の操作

間隔を秒数で入力します。

7. [OK] をクリックして、パワー制御操作を開始します。操作の開始時に表示される確認メッセージで

[OK] をクリックします。操作が終了すると、操作のステータスを示す別のメッセージが表示されます。

ノード リスト

CC-SG HTML Client の左パネルでは、複数の方法でノードを検出できます。[すべてのノード]、[お気

に入り]、および [最近使用] という 3 つのリストが用意されており、それぞれのノードを異なる観点から表

示します。それぞれのリストに各ノードのステータスを表示するアイコンが表示されます。リストのいずれか

でノードをクリックすると、[ノード プロファイル] が表示されます。

[すべてのノード] リスト

[すべてのノード] リストには、アクセス可能なノードとノードの検索に一致したすべてのノードが表示され

ます。ノード検索の詳細は、「ノードのパワー制御」を参照してください。

図 38 すべてのノード リスト

[お気に入りのノード] リスト

[お気に入り] リストには、頻繁にアクセスする必要があるノードのリストをユーザごとに作成できます。[お

気に入り] ノード リストでは、ノードを追加、削除、並べ替えできます。

お気に入りにノードを追加

1. 左パネルの [すべてのノード] または [最近使用] リストをクリックします。

2. [お気に入り] に追加するノードをクリックします。[ノードの詳細] 画面が表示されます。

3. [ノードの詳細] 画面で、[お気に入りに追加] をクリックします。ブラウザ ウィンドウの下のステータス

バーに確認メッセージが表示されると、[お気に入りに追加] リンクが [ノードの詳細] 画面に表示さ

れなくなります。

4. 他のノードを [お気に入り] に追加するには、このセクションの手順を繰り返します。
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お気に入りのノードのソート

[お気に入り] タブに表示されているノードの順序を変更できます。

1. 左パネルの [お気に入り] リストをクリックします。

図 39 お気に入りリスト

2. [ソート] をクリックします。[お気に入りのソート] ウィンドウが表示されます。

図 40 お気に入りのソート ウィンドウ

3. [お気に入りのノード] リスト内のノードは、[お気に入り] リストに表示するノードの順序にする必要が

あります。ノードを選択し、そのノードが目的の順序になるように上下の矢印ボタンをクリックして移

動します。[名前でソート] をクリックすると、英数字の順序でノードが並べ替えられます。

4. [OK] をクリックして変更を保存します。

お気に入りからノードを削除

1. [お気に入り] リストからノードを削除できます。

2. 左パネルの [お気に入り] リストをクリックします。削除するノードをクリックします。選択したノードの

[ノードの詳細] 画面が表示されます。

3. [お気に入り] リストの [削除] をクリックして、リストからそのノードを削除します。
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[最近使用] ノード リスト

[最近使用] リストには、リスト内でノードをクリックすることで最近アクセスした 10 のノードが表示されま

す。アクセスした各ノードは [最近使用] リストの最上部に追加されます。

[最近使用] ノード リストのクリア

1. 左パネルの [最近使用] リストをクリックします。

図 41 最近使用リスト

2. [すべてクリア] をクリックすると [最近使用] リストがクリアされます。

カスタム表示

[カスタム表示] タブでは、管理者が設定した関連を使用して、左パネルの [すべてのノード] リストの表

示方法を指定できます。

CC-SG 管理者は関連を設定することにより、装置を整理しやすくできます。各関連には最上位の組

織グループであるカテゴリと、それに関連するエレメント (カテゴリのサブセット) が含まれます。管理者が

関連を設定していれば、[ノード] リストで表示する、特定のカテゴリとエレメントの組み合わせによるノー

ドの表示方法を指定するカスタム表示を定義することができます。

CC-SG には [すべてのノード] リストをアルファベット順に並べ替える [標準表示] も用意されています。

[標準表示] は変更を加えたり削除することはできません。

カスタム表示の変更

1. [カスタム表示] タブをクリックします。

2. [表示の名前] フィールドには、画面の [カテゴリ別の表示] セクションにカテゴリが表示されているカ

スタム表示名が表示されます。

3. [すべてのノード] リストに表示されるノードの各カテゴリの表示順序を変更するには、[選択中] リス

トのカテゴリをクリックしてから上下の矢印ボタンをクリックして、目的の順序になるようにカテゴリを移

動します。

4. カスタム表示にカテゴリを追加する場合は、[利用可能] リストからカテゴリを選択し [追加] をクリッ

クして、カテゴリを [選択中] リストに移動します。
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5. カスタム表示からカテゴリを削除するには、[選択中] リストのカテゴリを選択してから [削除] をクリッ

クして、カテゴリを [利用可能] リストに移動します。

6. [保存] をクリックして変更を保存します。[標準表示] に変更を加えることはできません。

新規カスタム表示の追加

1. [カスタム表示] タブをクリックします。

2. [追加] をクリックして [表示の追加] ウィンドウを開きます。

3. [表示の名前] フィールドにカスタム表示の名前を入力し、[OK] をクリックします。新しいカスタム表

示名が、[カスタム表示] 画面の [表示の名前] フィールドに表示されます。

4. [利用可能] リストで、カスタム表示に追加するカテゴリを選択して [追加] をクリックすることで、その

インタフェースを [選択中] リストに移動します。この手順を、すべての必要なインタフェースが [選択

中] リストに追加されるまで繰り返します。

5. [選択中] リスト内のカテゴリは、[すべてのノード] リストに表示する各ノードのカテゴリの順序にする

必要があります。[選択中] リストでカテゴリを選択し、そのカテゴリが目的の順序になるように上下

の矢印ボタンをクリックして移動します。

6. [保存] をクリックしてカスタム表示を保存します。

カスタム表示名の変更

1. [カスタム表示] タブをクリックします。

2. [表示の名前] ドロップダウン矢印をクリックし、名前を変更するカスタム表示をリストから選択します。

3. [編集] をクリックして [表示の編集] ダイアログを開きます。

4. [表示の名前] フィールドにカスタム表示の新しい名前を入力し、[OK] をクリックします。

カスタム表示の削除

1. [カスタム表示] タブをクリックします。

2. [表示の名前] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから削除するカスタム表示を選択します。

3. [削除] をクリックします。[標準表示] は削除できません。

デフォルトのカスタム表示の指定

1. [カスタム表示] タブをクリックします。

2. [表示の名前] ドロップダウン矢印をクリックし、デフォルトにするカスタム表示をリストから選択します。

3. [デフォルトに設定] をクリックして、選択したカスタム表示をデフォルトに指定します。

カスタム表示の適用

1. [カスタム表示] タブをクリックします。

2. [表示の名前] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [すべてのノード] リストに適用するカスタム

表示を選択します。

3. [表示を適用] をクリックすることで、選択したカスタム表示にしたがって [すべてのノード] リストをソー

トします。

ノードの検索

ノードの検索機能により、左パネルに表示されたノード リストでノードを検索できます。

1. 左パネルの上部にある [ノードの検索] フィールドに検索条件を入力します。
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2. [ノードの検索] フィールドに入力すると、検索条件に一致するノードが、選択したノード リストでハ

イライトされます。

3. [フィルタ] をクリックすると、検索条件に一致するノードのみがリストに表示されます。

4. [クリア] をクリックすると、すべてのノード リストが再ロードされ、検索条件は削除されます。

サポートされるワイルドカード

[検索結果でフィルタ] を [プロファイル] の検索設定として設定している場合は、次のワイルドカードがサ

ポートされます。検索設定の詳細は「プロファイルの変更 - 検索設定の設定」を参照してください。

ワイルドカー

ド

説明

? 任意の文字を示す。

[-] 範囲内の文字を示す。

* 0 か 1 文字以上の文字を示す。

次に例を示します。

例 説明

Solaris? 「Solaris1」や「SolarisN」はヒットしますが、「Solaris1Z」はヒッ

トしません。

Windows* 「Windows2000」および「Windows2003 サーバ」がヒットし

ます。

Windows[0-9][0-9][0-9][0-9] 「Windows2000」はヒットしますが「Windows2003 サーバ」は

ヒットしません。

192.* 「192」で始まる IP アドレスが設定されているすべてのノードが

ヒットします。

ノード チャット

同じノードに接続している他のユーザとチャットできます。

1. 左パネルのノード リストのいずれかで、チャット相手のユーザが接続しているノードをクリックします。

[ノードの詳細] 画面が表示されます。

2. [インタフェース] セクションの下の [チャットの開始] をクリックします。[チャット] ダイアログが表示され

ます。

3. 一番下のボックスにメッセージを入力し、[送信] をクリックします。

4. チャット セッションを終了するには [終了] をクリックします。参加者は誰でもチャット セッションを終了

することができます。ただし、チャットを開始したユーザがセッションを終了した場合、チャット セッショ

ン全体が終了し、すべてのチャット ウィンドウが閉じられます。自分が開始していないチャット セッショ

ンを終了する場合は、後でまだそのチャットがアクティブであれば再び参加できます。

プロファイル

[プロファイル] タブでは、パスワード、電子メールアドレス、デフォルトのノード リストを変更できます。

パスワードの変更

[プロファイル] の [パスワードの変更] セクションでは、CC-SG のパスワードを変更できます。

1. [プロファイル] タブをクリックします。[プロファイル] 画面が表示されます。
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2. [パスワードの変更] チェックボックスをオンにして、パスワード フィールドを有効にします。

3. [旧パスワード] フィールドに現在のパスワードを入力します。

4. [新しいパスワード] フィールドと [パスワード再入力] フィールドに新しいパスワードを入力し、[OK]

をクリックします。

注 : [新しいパスワード] フィールドの上に [強力なパスワードが必要です] というテキスト ラベルが表示さ

れている場合、管理者が強力なパスワードを有効にしています。強力なパスワードは 8 文字以上で、

管理者が定義した条件を満たさなければなりません。

[新しいパスワード] フィールドの隣に [強力なパスワードは必要ありません] というテキスト ラベルが表示

されている場合、管理者が強力なパスワードを無効にしています。パスワードを 6～16 文字の間で設

定してください。

電子メールアドレスの変更

[プロファイル] 画面の [電子メールアドレス] フィールドには、CC-SG ユーザ ID に現在関連付けられて

いる電子メール アドレスが表示されます。

1. [プロファイル] タブをクリックします。[プロファイル] 画面が表示されます。

2. [電子メール アドレス] フィールドに新しい電子メールアドレスを入力し、[OK] をクリックします。

デフォルトのノード リストの設定

[プロファイル] の [デフォルトのノード リスト] フィールドでは、ログイン時に左パネルで表示するノード リス

トを定義します。

1. [プロファイル] タブをクリックします。[プロファイル] 画面が表示されます。

2. [デフォルトのノード リスト] ドロップダウン矢印をクリックし、リストから [すべてのノード]、[お気に入り

のノード]、[最近使用したノード] のいずれかを選択します。

3. [OK] をクリックしてデフォルトのノード リストの選択を保存します。
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第 5 章: レポートの生成

レポートは、Access Client からではなく、Director Client からのみ生成できます。

列のヘッダをクリックすると、レポートをソートできます。ユーザ名やアクセス時刻などの列のヘッダをクリック

すると、レポート データをその値ごとにソートできます。データはアルファベット、数字、または年代ごとに昇

順で更新されます。列のヘッダを再度クリックすると、降順でソートされます。セル名の横にある上向きま

たは下向きの矢印が、レポートのソート順を示します。

すべてのレポートの列の幅を変更するには、マウス ポインタが両向きの矢印になるまで、ヘッダ行の列の

デバイダ上に置きます。矢印を左右にクリック アンド ドラッグし、列幅を調整します。

使用するソート値と列幅は、次回にログインし CC-SG レポートを実行する場合に、デフォルトのレポー

ト ビューとなります。すべてのレポートで、行をダブルクリックするとそのレポートの詳細を表示できます。

注 : すべてのレポートで、CTRL キーを押したままクリックすると、ハイライト表示されている列が選択解

除されます。

アクティブ ノード レポート

アクティブ ノード レポートには、現在使用中のノードが表示されます。自分で接続を開始したノードの

接続と切断の情報を表示できます。

1. [レポート] メニューの [ノード] をクリックし、[アクティブ ノード] をクリックします。[アクティブ ノード] レポ

ートが生成されます。

図 42 アクティブ ノード レポート

 レポートを保存または印刷するには [レポート データの管理] をクリックします。選択した場所に

レポートを保存するには [保存] をクリックします。レポートを印刷するには [印刷] をクリックし

ます。

 レポート テーブル内の任意のセルをクリックすると、新しいウィンドウにレポートの詳細が表示さ

れます。レポートの詳細ウィンドウを閉じるには、[閉じる] をクリックします。

 ノードから切断するには、リストからアクティブ ノードを選択して [切断] をクリックします。

2. [閉じる] をクリックして、アクティブ ノード レポートを終了します。

注 : 自分が開始していないポートから切断することはできません。
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ユーザ データ レポート

ユーザデータ レポートには、CC-SG データベース内のすべてのユーザに関するデータが表示されます。

[ユーザ名] フィールドには、現在のセッション内のユーザの名前が表示されます。[電話] フィールドには、

ダイヤル バック電話番号が表示されます。[有効] フィールドには、チェック ボックス [ログイン] が有効かど

うかが表示されます。[パスワードの有効期間] には、パスワードの有効期間が表示されます。

1. [レポート] メニューの [ユーザ データ] をクリックします。[すべてのユーザのデータ] レポートが生成され

ます。スクロール バーを使用してリストをスクロールすると、すべてのエントリが閲覧できます。

図 43 すべてのユーザのデータ レポート

2. レポートを保存または印刷するには、[レポート データの管理] をクリックします。場所を選択してレ

ポートを保存する場合には [保存] をクリックし、レポートを印刷する場合には [印刷] をクリックしま

す。ウィンドウを閉じるには [閉じる] をクリックします。

3. [すべてのユーザのデータ] レポートを閉じるには、[閉じる] をクリックします。
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付録 A : ショートカット キー

Director Client では、次のショートカット キーを使用できます。

操作 ショートカットキー

更新 F5

パネルの印刷 Ctrl + P

ヘルプ F1
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